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中
園
海
事
史
と
い
う
一
部
門
の
研
究
に
つ
い
て
現
在
の
朕
況
を
概
観
し
て
み

た
い
。
中
園
海
事
史
と
言
っ
て
も
こ
れ
ま
で
馴
染
み
の
無
い
研
究
分
野
で
あ

る
u中

園
は
古
来
よ
り
「
南
船
北
馬
」
と
呼
柑
附
さ
れ
る
よ
う
に
、
内
陸
河
川
を
、

ま
た
三
千
キ
ロ
に
渉
る
沿
海
を
擁
し
、
さ
ら
に
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
を
経
て

古
来
よ
り
海
外
に
進
出
し
て
い
た
。

中
閣
に
お
い
て
「
海
事
」
と
い
う
諾
借
地
は
早
く
も
唐
代
に
見
え
る
。
嶺
南
に

二
度
も
左
遷
さ
れ
た
韓
愈
が
「
南
海
紳
廟
碑
」
に
、
「
海
事
」
を
海
全
般
に
関
す

る
こ
と
が
ら
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
敷
街
し
て
、
海
事
史
と

は
海
に
係
わ
る
人
聞
の
歴
史
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
園
の
歴
史
に

お
い
て
、
海
上
よ
り
古
く
内
陸
河
川
に
よ
る
水
運
等
が
笈
展
し
て
い
た
か
ら
、 章

蛍
然
こ
れ
ら
の
こ
と
も
含
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
園
海
事
史
と
は
、
中
園
の
船
舶
・
航
海

・
水
運

・
水

産
等
に
関
す
る
人
文
・
技
術
の
史
的
研
究
と
い
う
翻
貼
か
ら
考
察
す
る
も
の
で

あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
こ
の
一
意
味
で
中
園
海
事
史
に
関
す
る
研
究
を
考
え
、

そ
の
研
究
朕
況
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

従
来
、
中
園
史
を
研
究
す
る
人
々
の
聞
で
は
、
中
園
海
事
史
と
い
う
研
究
分

野
は
認
知
さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
よ
う
で
、
既
存
の
工
具
書
類
等
に
も
そ
の
専

門
の
項
目
す
ら
無
く
、
本
稿
で
燭
れ
る
関
係
の
研
究
の
多
く
は
、
経
済
・
祉
曾

等
々
の
分
野
の
中
で
添
え
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
七
九
年
以
降
の
中
園
皐
術
界
の
活
滋
な
活
動
は
、
中
園
海
外
交
通

史
、
航
海
史
研
究
等
の
分
野
に
も
研
究
禽
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
研
究
の
多
様

化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
て
、
現
在
ま
で

の
中
園
海
事
史
研
究
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
も
強
ち
無
意
味
で
は
あ
る
ま
い

と
考
え
、
こ
こ
に
一
文
を
草
す
る
次
第
で
あ
る
。
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究
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研
究

中
園
海
事
史
研
究
の
分
野
に
包
括
で
き
る
先
駆
的
研
究
は
、
桑
原
隙
磁
博
士

の
『
唐
宋
時
代
に
於
け
る
ア
ラ
プ
人
の
支
那
遁
一
商
の
概
況
殊
に
宋
末
の
提
掌
市

舶
西
域
人
蒲
蕎
庚
の
事
蹟
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
三
五
年
十
二
月
櫓
訂
本
、

全
集
第
五
巻
所
枚
、
一
九
六
八
年
十
月
)
で
あ
る
。
本
書
全
鐙
は
提
翠
市
舶
司

蒲
欝
庚
の
事
績
を
詳
細
に
解
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
康
範
園

に
渉
る
問
題
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
、
海
事
史
に
有
数
な
研
究
親
黙
や
資
料
を
提

示
さ
れ
、
と
り
わ
け
市
舶
司
、
海
外
貿
易
、
貿
易
船
等
に
関
し
て
記
述
さ
れ
た

部
分
は
海
事
史
研
究
の
基
本
的
研
究
と
言
え
る
。

同
時
期
、
桑
原
博
士
と
市
舶
司
等
に
つ
い
て
論
争
さ
れ
た
藤
田
塑
八
博
士
の
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諸
研
究
、
特
に
『
東
西
交
渉
史
の
研
究
南
海
篇
』
(
岡
書
院
、
一
九
一
二
一
一
年

三
月
〉
に
枚
め
ら
れ
た
「
前
漢
に
於
け
る
西
南
海
上
交
通
の
記
録
」
、
「
宋
元
時

代
海
港
と
し
て
の
杭
州
附
上
海
・
謬
州
」
、
「
支
那
港
湾
小
史
」
等
は
航
海
・

港

湾
研
究
上
の
先
腐
的
な
も
の
で
あ
る
。

中
園
で
は
武
埼
幹
氏
が
『
中
園
園
際
貿
易
史
』
(
一荷一
務
印
書
館
、
一
九
二
七

年
)
を
著
わ
し
、
中
園
の
海
外
貿
易
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
侯
厚
港

氏
は

『
中
園
園
際
貿
易
小
史
』
〈
蔦
有
文
庫
、
一
九
二
九
年
十
月
)
を
夜
表
さ

れ
、
中
園
の
海
外
貿
易
に
関
す
る
政
策
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
、
市
舶
司
制
度
、

港
湾
等
に
つ
い
て
小
著
な
が
ら
先
駆
的
業
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、

向
逮
氏
の
『
中
西
交
通
史
』
(
中
華
書
局
、
一
九
三
四
年
一
一
一
月
)
や
、
鴻
承
鈎

氏
の
『
中
園
南
洋
交
通
史
』
(
一
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
)
等
に
も
海
事
史

に
関
係
す
る
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
近
年
の
中
園
の
研
究

分
野
で
言
う
な
ら
ば
中
外
関
係
史
の
範
鴎
に
含
め
る
の
が
最
も
遁
蛍
と
考
え
ら

れ
る
。中

園
の
皐
界
に
お
い
て
、
中
園
海
事
史
の
分
野
の
先
騒
的
業
績
と
言
え
る
の

は
、
現
在
上
海
復
旦
大
接
歴
史
系
教
綬
回
汝
康
氏
が
設
表
さ
れ
た
「
十
七
世
紀

至
十
九
世
紀
中
業
中
園
帆
船
在
東
南
車
洲
航
運
和
商
業
上
的
地
位
」
(
『
歴
史
研

究
』
一
九
五
六
年
第
八
期
)
で
あ
る
。
同
論
文
は
渡
表
の
翌
年
二
月
、
上
海
人

民
出
版
社
よ
り
『
十
七

i
十
九
世
紀
中
業
中
園
帆
船
在
東
南
亜
洲
』
(
一
九
五

七
年
二
月
〉
と
改
題
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
問
書
に
よ
り
目
次
を
左
に
示
す

と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

て
古
代
的
中
園
帆
船

二
、
十
七
世
紀
中
園
帆
船
在
東
南
亜
洲
的
活
動

三
、
被
封
建
政
権
所
束
縛
的
中
園
帆
船
業

四
、
華
僑
在
遅
羅
航
運
上
所
作
的
貢
献

五
、
中
園
帆
船
業
設
展
停
滞
的
原
因

六
、
十
九
世
紀
二
十
年
代
前
後
的
中
園
帆
船

七
、
五
口
遁
一
両
一
奥
中
園
帆
船

八

、

結

語

と
八
章
に
分
ち
、
中
園
帆
船
が
中
園
海
外
務
拡
展
に
寄
輿
し
た
貼
を
、
帆
船
の
構

造
か
ら
設
き
起
し
、
帆
船
の
活
動
地
域
、
帆
船
を
運
営
し
た
人
開
、
外
園
船
と

の
競
争
等
の
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に
論
究
さ
れ
た
。

田
氏
は
さ
ら
に
、
「
再
論
十
七
世
紀
至
十
九
世
紀
中
葉
中
園
帆
船
業
的
妥
展
」

(
『
歴
史
研
究
』
一
九
五
七
年
第
十
二
期
〉
を
愛
表
さ
れ
た
。
同
論
文
に
お
い

て、

十
六
世
紀
以
前
中
葡
帆
船
製
造
和
駕
敏
技
術
的
比
較

十
六
世
紀
以
後
中
欧
航
業
設
展
的
保
件

4

五
日
通
一
商
。
相
到
於
中
園
航
業
的
擢
残

と
し
て
、
十
六
世
紀
前
に
お
い
て
は
、
中
園
帆
船
は
決
し
て
欧
州
の
帆
船
に
劣

っ
て
い
な
い
優
秀
な
帆
船
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
六
世
紀
以
後
の
外
園
勢
力

進
出
に
制
到
底
す
る
能
力
を
持
ち
得
な
か
っ
た
中
園
帆
船
は
衰
退
し
て
い
っ
た
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
田
氏
は
「
十
五
至
十
八
世
紀
中
園
海
外
貿
易
設
展
緩
慢
的
原
因
」

(
『
新
建
設
』
一
九
六
四
年
八
・
九
月
合
刊
〉
に
お
い
て
も
右
の
考
え
を
再
確
認

さ
れ
て
い
る
。

中
園
以
外
で
の
最
大
の
成
果
は
ニ

l
ダ
ム
博
士
の
?
に
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札口
s
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。
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hp
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ロ
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ω
E
F
g
の
N
由

Z
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↓2
rロ
o
-
o
E
J
巴
3
・
。
釦
同
国
『
ユ
《
-
m
o
d
・
回
以
・
で
あ
る
。
同
書

は
橋
本
敬
造
・
松
木
哲
等
四
氏
に
よ
り
『
中
園
の
科
事
と
文
明
』
第
十
一
巻
航

海
技
術
(
思
索
社
、
一
九
八
一
年
一
月
)
と
し
て
翻
型
辞
さ
れ
閲
覧
に
便
利
で
あ

-167ー
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る
。
同
書
で
は
文
献
上
の
船
舶
よ
り
そ
の
航
海
技
術
ま
で
康
範
囲
に
渉
っ
て
詳

細
に
論
じ
ら
れ
、
中
園
帆
船
の
全
燈
的
特
質
を
-
初
め
て
解
明
し
た
も
の
と
言
え

る
。そ

の
後
、
中
園
皐
術
界
の
海
事
史
研
究
に
お
け
る
最
大
の
枚
穫
は
次
の
二
つ

の
考
古
摩
分
野
の
夜
掘
で
あ
ろ
う
。

一
九
七
三
年
、
一
隅
建
省
泉
州
湾
で
海
船
が
妥
掬
さ
れ
た
。
そ
の
最
初
の
詳
細

な
報
告
は
『
文
物
』
一
九
七
五
年
第
十
期
に
掲
載
さ
れ
、
裂
掘
さ
れ
た
海
船
は

宋
代
の
も
の
で
、
全
長
三
四

・
五
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
七
四
年
に
は
庚
東
省
庚
州
で
秦
漢
時
代
の
造
船
工
場
の
遺
跡

が
援
掘
さ
れ
、
『
文
物
』
一
九
七
七
年
第
四
期
に
詳
細
な
報
告
が
さ
れ
る
と
と

も
に
、
こ
の
よ
う
な
考
古
接
的
調
査
に
よ
っ
て
設
現
さ
れ
た
船
舶
の
出
現
に
よ

り
、
中
園
照
子術
界
に
は
海
外
交
通
史
等
の
専
門
研
究
舎
が
創
設
さ
れ
る
契
機
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

文
化
大
革
命
後
の
再
興
さ
れ
た
中
園
間
学
界
の
海
事
史
研
究
分
野
に
お
け
る
最

初
の
成
果
は
回
汝
康
氏
等
主
縞
に
な
る

『
水
運
技
術
詞
典
l
古
代
水
運
輿
木
帆

船
分
間

l
』
(
人
民
交
通
出
版
社
、
一

九
八
O
年
十
月
)
で
あ
る
。
同
書
は
古

代
水
運
部
分
と
し
て
、

水
運
史
事
、
古
船
、
水
運
歴
史
人
物
、
水
運
史
籍
、
水
運
文
物
、
其
他

と
分
類
さ
れ
、
木
帆
船
部
分
と
し
て
は
、

一
般
名
詞
術
語
、
船
型
、
船
怪
結
構
、
工
属
具
、
航
行
操
作
、
修
造
保

養
、
木
帆
船
運
輸
業
祉
曾
主
義
改
造

と
分
類
記
述
さ
れ
、
文
献
資
料
か
ら
技
術
的
な
面
ま
で
康
範
圏
に
渉
り
簡
明
に

記
述
さ
れ
、
中
園
海
事
史
研
究
に
は
飲
か
せ
ら
れ
な
い
工
具
書
で
あ
る
。

最
近
の
肇
組
問
に
お
け
る
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
陳
光
華
氏
の
『
中
図
的
交

通
運
輸
設
展
』
〈
中
央
文
物
供
際
社
、
一
九
八
二
年
四
月
〉
と
、
王
洗
氏
の

『
中
華
水
蓬
史
』
(
牽
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
二
年
四
月
)
が
あ
る
。
前
者

は
、
陸
上

・
水
上
等
の
交
通
運
輸
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
で
、
海
上
・
河
川
航

路
、
船
舶
、
航
海
術
等
に
も
論
述
し
、
後
者
は
こ
の
分
野
の
品
目
作
で
あ
る
が
、

主
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
近
代
以
後
の
中
園
の
水
運
踊
係
で
あ
る
。

中
園
海
事
史
の
個
別
研
究

本
節
で
は
船
舶

・
航
海

・
水
運
・
水
産
等
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
の
欽
況
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。付

自白

時自

船
舶
の
史
的
研
究
は
、
古
代
よ
り
木
造
船
の
造
船
方
法
に
つ
い
て
凌
純
撃
氏

の

『
中
園
遼
古
典
太
年
印
度
雨
洋
的
帆
筏
文
船
方
舟
和
楼
船
的
研
究
』
(
一
九

七

O
年
〉
が
縦
揺
的
に
把
鎮
で
き
る
。

船
舶
に
関
し
て
は
方
韓
民
の
「
明
代
的
海
運
和
造
船
工
業
」
(
『文
史
哲
』
一

九
五
七
年
第
五
期
)
が
最
初
の
研
究
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
明
代
私
営
の
造
船

所
は
明
代
の
工
業
部
門
の
一
つ
と
し
て
大
い
に
設
展
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

他
方
、
包
遜
彰
氏
が
『
鄭
和
下
西
洋
之
資
船
考
』
(
肇
割
問
、
一
九
六
一
年
)

と
『
漢
代
棲
船
考
』
(
肇
湾
、
一
九
六
七
年
〉
の
雨
書
に
よ
っ
て
、
費
船
と
楼

船
の
文
献
的
研
究
を
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
船
舶
に
つ
い
て
の
本
格
的
研
究
は
、
周
世
徳
氏
に
よ
っ
て
始
ま
っ

た
と
言
え
る
。

周
氏
は
「
従
賓
船
歴
舵
粁
的
援
定
推
論
、
知
和
賀
船
」
(
『
文
物
』
一
九
六
二
年

第
三
期
〉
を
設
表
し
、
飾
和
の
賓
船
の
規
模
-V
二
九
五
七
年
に
設
現
さ
れ
た
舵

粁
か
ら
推
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
劃
期
的
な
研
究
は
同
氏
の
「
中
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園
沙
飢
加
考
略
」
(
『
科
皐
史
集
刊
』
第
五
期
、
一
九
六
三
年
四
月
〉
で
あ
る
。
江

南
沙
船
の
構
造
上
の
問
題
並
び
に
そ
の
歴
史
を
文
献
の
み
な
ら
ず
、
技
術
的
に

解
明
さ
れ
た
も
の
で
、
江
南
沙
船
の
海
事
史
上
の
位
置
づ
け
が
始
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

周
氏
は
「
先
進
的
我
図
古
代
造
船
技
術
』
(
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第
一
期
〉

で
造
船
史
の
概
観
を
述
べ
、
さ
ら
に
「
中
園
造
船
史
上
的
抽
出
箇
問
題
」
(
『
自
然

科
撃
史
研
究
』
第
二
容
第
一
期
、
一
九
八
三
年
)
に
お
い
て
、
中
園
の
木
造
帆

船
の
褒
展
を
四
期
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
時
期
は
、

船
舶
創
始
期
:
:
新
石
器
時
代

船
舶
技
術
成
熟
期
・
・・
・・・秦漢
J
一一
一
園
時
代

船
舶
技
術
高
度
設
展
期
・
・
・
・
・
・
宋
元
J
明
中
葉
以
前

船
舶
技
術
緩
慢
設
展
期
・
・
・
・
・
・
明
中
葉
以
後

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
期
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に
論
議
さ
れ
る
必
要
が
あ

ろ
う
。周

世
徳
氏
を
初
め
と
し
て
、
中
園
四
大
海
船
に
は
沙
船
・
鳥
船

・
一幅船

・
庚

船
を
あ
げ
ら
れ
る

mv
こ
の
内
の
沙
船
の
み
周
氏
に
よ
っ
て
構
造
・
文
献
上
の

研
究
が
さ
れ
た
の
み
で
、
他
の
鳥
一
船
等
の
一
-
一
環
坐
に
つ
い
て
は
研
究
が
進
ん
で

い
な
い
。
僅
か
に
鳥
船
に
つ
い
て
拙
稿
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
文

献
的
資
料
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
中
圏
域
外
に
残
さ
れ
た
中
園
制
加
の
園
は
少
数
な
が
ら
知
ら
れ
、

既
に
大
庭
惰
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
相
到
日
貿
易
船
に
使
用
さ
れ
た
船

舶
が
中
園
商
船
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
が
皐
界
に
ま
だ
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い

な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

中
園
の
海
船
・
川
船
を
含
め
多
角
的
に
調
査
さ
れ
た
の
は
者
0
3
2
2
氏

で
、
中
園
海
開
に
勤
務
し
て
い
た
時
の
経
験
に
よ
り
中
園
船
舶
研
究
に
多
く
の

成
果
を
あ
げ
ら
れ
、
特
に
長
江
航
行
の
船
舶
を
知
る
上
で
唯
一
の
詳
細
な
資
料

を
提
供
し
て
い
る
。

河
川
航
行
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
宋
代
の
一
商
一
船
に
つ
い
て
の
斯
波
義
信
氏
、

明
清
時
代
の
漕
運
に
使
用
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
の
星
斌
夫
氏
等
の
文
献
的
研

究
が
あ
る
の
み
で
、

一
九
四
五
年
前
に
お
い
て
大
陸
で
調
査
さ
れ
た
邦
人
の
調

査
資
料
も
今
日
で
は
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

同

海

航

航
海
に
関
係
す
る
研
究
は
、
中
園
で
の
分
類
は
一
般
に
中
外
関
係
史
と
し
て

分
類
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
分
野
で
は
回
汝
康
氏
の
上
述
の
研
究
が
先
駆
的
な
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
向
達
氏
が
校
注
さ
れ
た
『
雨
種
海
道
針
経
』
(
中
外
交
通
史
籍
叢

刊
、
一
九
六
一
年
九
月
)
が
出
版
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
祭
ボ

ー
ド
ラ
イ
ン
園
書
館
所
磁
の

「
順
風
相
途
」
、
「
指
南
正
法
」
の
雨
鈴
木
を
翻
刻

し
、
各
々
を
十
六
世
紀
、
十
八
世
紀
初
期
に
成
立
し
た
海
道
針
経
と
さ
れ
た
。

雨
針
縫
に
よ
り
明
・
清
時
代
に
中
園
船
が
康
範
圏
に
海
外
へ
航
海
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
向
達
氏
は
『
武
備
志
』
各
二
四
一
に
牧
め
ら
れ
た
「
自
賓
船
廠
開

始
従
龍
江
関
出
水
直
抵
外
圏
諸
番
園
」
を
『
鄭
和
航
海
園
』
(
中
外
交
通
史
籍

叢
刊
、
一
九
六
一
年
九
月
〉
と
し
て
出
版
さ
れ
、
詳
細
な
地
名
索
引
を
附
さ
れ

た
。
蔓
福
岡
の
徐
玉
虎
氏
は
さ
ら
に
こ
の
闘
を
も
と
に
、
航
海
術

・
針
路
等
に
つ

い
て
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
、
『
明
代
鄭
和
航
海
園
之
研
究
』
(
肇
期
間
皐
生
書
局
、

一
九
七
六
年
七
月
)
を
出
版
さ
れ
た
。
徐
氏
は
鄭
和
遠
征
等
に
関
し
て
は
『
明

鄭
和
之
研
究
』
(
徳
馨
室
出
版
社
、

一
九
八
O
年
六
月
〉
を
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
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鄭
和
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
、
鄭
鶴
聾
氏
が
『
鄭
和
遁
事
濯
編
』
(
中
華
書

局
、
一
九
四
八
年
〉
を
設
表
し
、
そ
の
後
、
鄭
一
鈎
氏
と
共
編
の

『
郷
和
下
西

洋
資
料
准
編
』
上
問
(
斉
魯
資自
社
、
一
九
八

O
年
十
月
)
、
中
間
上

・
下
が
刊

行
さ
れ
、
上
崩
第
四
章
で
は
「
鄭
和
使
園
的
航
海
技
術
」
と
し
て
、
郷
和
遠
征

時
の
航
海
術

・
航
路
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
一
九
八
五
年
六
月
に
は
紀
念
偉
大
航
海
中
部
鄭
和
下
西
洋
五
八

O
周
年
努

備
委
員
禽
及
び
中
園
航
海
史
研
究
舎
に
よ
っ
て
、
『
鄭
和
家
世
資
料
』
、
『
郷
和

下
西
洋
』
、
『
鄭
和
研
究
資
料
選
編
』
、

『
郷
和
下
西
洋
論
文
集
』
(
以
下
四
貼
、

人
民
交
通
出
版
社
刊
)
及
び
問
二
集
(
南
京
大
皐
出
版
社
)
が
刊
行
さ
れ
、
鄭

和
の
航
海
の
み
な
ら
ず
、
鄭
和
の
家
系
等
に
ま
で
及
び
、
特
に

『
制
御
和
下
西

洋
』
は
郷
和
関
係
の
研
究
文
献
目
録
が
付
さ
れ
、

『
選
編
』

以
下
の
三
加
は
論

文
集
で
、

『選
編
』
に
は
「
八
十
年
圏
内
外
関
子
鄭
和
研
究
的
論
着
目
録
」
を

附
し
、
先
の
目
録
よ
り
詳
細
で
あ
る
。
『
論
文
集
』
(
第
一
集
)
は
論
文
集
で

あ
り
な
が
ら
、
次
の
項
目
に
沿
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

町
川
和
下
西
洋
的
目
的

制
到
鄭
和
賀
船
的
探
討

ー
郷
和
船
隊
的
航
行
区
域

郷
和
船
隊
的
航
海
技
術

鄭
和
針
世
界
航
海
事
業
的
貢
献
及
其
在
一
踊
建
的
活
動

と
あ
る
よ
う
に
、
中
園
謬
界
の
郷
和
の
航
海
に
関
す
る
謬
問
的
傾
向
の
一
端
制
)

知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
書
の
出
版
に
よ
り
我
が
園
の
鄭
和
に
闘
す
る
研
究

を
量
的
に
は
完
全
に
凌
駕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

郎
和
時
代
を
離
れ
る
と
そ
の
研
究
は
少
な
く
、
章
奨
氏
の

『
古
航
海
岡
考

稗
』
(
海
洋
出
版
社
、
一
九
八

O
年
一
一
一
月
〉
の
航
海
聞
に
関
す
る
も
の
や
、
田

汝
康
氏
の
『
渡
海
方
郎
町
と
い
う
水
路
簿
に
関
す
る
研
究
が
知
ら
れ
る
程
度
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
散
を
補
な
う
意
味
で
務
費
資
氏
の
『
中
園
近
代
航
運
史
資

料
』
第
一
輯
上
・
下
加
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
十
一
月
)
は
注
目

に
値
す
る
。
同
書
、
上
加
、
絡
橋
、
第
二
章
「
鴻
片
蛾
争
前
中
園
木
船
運
輸
業

概
況
」
に
お
い
て
、
近
代
以
前
の
中
園
帆
船
の
航
運
に
関
す
る
資
料
を
蒐
集
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
典
資
料
は
少
な
く
、
掲
載
資
料
に
幾
篇

か
の
研
究
書
か
ら
の
引
用
を
資
料
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
黙
に
問
題
が
残

る
。
つ
ま
り
、
都
和
時
代
の
航
海
を
離
れ
る
と
資
料
が
極
め
て
少
な
い
た
め

で
、
そ
れ
故
、
州
稿
で
は
中
圏
域
外
に
関
係
資
料
を
求
め
て
い
る
。

清
代
の
沿
海
航
運
に
つ
い
て
は
、
社
家
、
競
園
亮
、
郭
松
義
氏
等
の
論
考
が

あ
り
、
前
二
氏
の
は
主
に
上
海
沙
船
の
活
動
に
関
す
る
も
の
で
、
中
園
沿
海
全

域
に
及
ん
だ
も
の
と
し
て
は
郭
氏
の
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
わ
が
園
で
は
、
香

坂
昌
紀
氏
、
森
田
明
氏
及
び
拙
稿
と
最
近
宮
田
道
昭
氏
の
論
考
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
航
海
に
関
し
て
は
海
外
へ
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
と
沿
海
の
場
合
に
は
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
、
上
記
の
研

究
を
契
機
に
新
た
な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

-170ー

国

水

運

大
陸
全
域
に
庚
大
に
嫌
が
る
水
路
航
行
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
十
分
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
な
い
と
言
っ

て
良
い
で
あ
ろ
う
。
商
品
の
流
通
等
の
問
題
に
関
係

し
て
燭
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
水
運
関
係
の
研
究
は

一
部
河
川
等
に
つ

い
て
幾
篇
か
の
研
究
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

策
河
に
つ
い
て
は
今
堀
誠
二
氏
の
「
清
代
以
後
に
お
け
る
黄
河
の
水
運
に
つ

い
て
」
(
『
史
皐
研
究
』
第
七
二
、
一

九
五
九
年
)
が
あ
り
、
長
江
に
つ
い
て
は
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重
崇
寅
氏
の
「
揚
子
、江
水
運
之
研
究
」
(
『
中
法
大
拳
月
刊
』
第
六
巻
一
一
抗
、
一

九
三
三
年
十
一
月
〉
が
あ
る
。
同
論
文
は
清
末
以
降
の
長
江
航
行
問
題
に
重
黙

が
お
か
れ
て
い
る
。
大
運
河
に
関
し
て
は
星
斌
夫
氏
の
研
究
が
あ
り
、
そ
の
他

の
水
濯
で
は
、
中
山
久
四
郎
氏
の
「
庚
東
の
一
商
胡
及
び
康
東
長
安
を
連
絡
す
る

水
路
舟
運
の
交
通
」
(
『
東
洋
翠
報
』
第
十
巻
ニ
競
、
一
九
二

O
年
)
や
責
盛
理

氏
の
「
歴
史
上
的
滑
河
水
運
」
(
『
西
北
大
拳
皐
報
』
一
九
五
八
年
第
二
期
、
同

氏
『
歴
史
地
理
論
集
』
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
六
月
〉
等
が
知
ら
れ
る
の

み
で
、
十
分
な
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
と
言
え
る
。

し
か
し
、
一
九
四
五
年
前
に
お
い
て
中
園
を
寅
地
調
査
さ
れ
た
報
告
書
が
、

河
川
の
水
運
に
つ
い
て
の
考
察
に
示
唆
を
輿
え
て
く
れ
る
。
そ
の
最
大
の
成
果

が
満
鍛
調
査
部
編
の
『
中
支
の
民
船
業
l
蘇
州
民
船
寅
態
調
査
報
告
|
』
(
博

文
館
、
一
九
四
三
年
三
月
)
で
あ
ろ
う
。
同
書
は
、
内
河
民
船
の
構
造
、
労

働
、
所
有
関
係
、
経
営
、
商
品
流
通
事
情
、
船
行
等
に
つ
い
て
多
角
的
に
調
査

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
附
録
と
し
て
「
寅
態
調
査
基
本
諸
表
」
が
別
加
に
な
っ

て
お
り
、
民
船
経
営
・
航
運
朕
況
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
同
時
期
の
も
の

と
し
て
『
黄
浦
江
上
戎
克
民
船
生
活
者
ノ
瞥
皐
的
調
査
』
(
上
海
厚
生
欝
皐
専

科
皐
校
、
一
九
四
三
年
三
月
)
が
あ
り
上
海
厚
生
歯
周
子
専
科
摩
校
と
中
支
戎
克

協
曾
の
共
同
調
査
に
な
る
も
の
で
、
二
百
十
八
隻
の
船
的
調
査
と
、
て

O
七

五
人
に
及
ん
だ
欝
皐
的
調
査
か
ら
成
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
沿
海
・
河
川
の
航
運
を
中
圏
全
般
に
渉
っ
て
調
査
し
た
も
の
に

『
支
那
の
航
蓮
』
(
東
亜
海
運
株
式
舎
位
、

一
九
四
三
年
十
月
〉
が
あ
る
。

さ
ら
に
個
別
的
調
査
報
告
に
は
、
芝
池
靖
夫
・
手
島
正
毅
爾
氏
の
「
中
支
に

於
け
る
民
船
の
経
営
」
(
『
満
銭
調
査
月
報
』
第
二
十
二
各
三
説
、
一
九
四
二
年

三
月
)
、
手
島
・
新
居
芳
郎
雨
氏
の
「
中
支
に
於
け
る
民
船
の
労
働
に
就
い

て
」
(
同
二
十
二
巻
四
鋭
、
一
九
四
二
年
四
月
)
、
堀
内
清
雄
氏
の
「
青
島
を
中

心
と
す
る
戎
克
貿
易
事
情
」
(
同
二
十
二
巻
九
鋭
、
一
九
四
二
年
九
月
)
、
同

氏
「
青
島
に
於
け
る
船
行
事
情
」
上
、
下
(
同
二
十
二
巻
十
一
、
十
二
務
、
一

九
四
二
年
十
て
十
二
月
)
が
あ
る
。

ま
た
華
北
航
業
総
公
舎
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
華
北
航
業
』
に
も
中
村
義

雄
氏
「
船
行
に
就
い
て
」

H
J同
(
同
五
、
六
、
七
、
八
披
、
一
九
四
一
年

二
、
三
、
四
・
五
、
六
月
〉
、
添
田
邦
雄
氏
「
蘇
北
に
於
け
る
民
船
業
に
就
て
」

(
同
六
競
)
、
中
村
氏
「
華
北
に
於
け
る
内
河
水
運
」
(
同
八
続
可
水
野
邦
雄

氏
「
中
支
に
於
け
る
民
船
業
に
就
て
」
(
同
十
一
続
、
一
九
四
一
年
九
月
)
、
同

氏
「
北
支
に
於
け
る
民
船
の
概
要
」
ハ
同
十
七
鋭
、
一
九
四
二
年
四
月
)
、
同
氏

「
美
花
洋
向
漁
船
と
船
行
」
(
同
二
十
鋭
、
一
九
四
二
年
七
・
八
月
)
等
々
が

あ
り
参
考
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
『
支
那
省
別
全
誌
』
(
一
九
一
八
J
二
O
年
)

も
内
陸
河
川
の
水
運
・
船
舶
を
知
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
砧
よ
戦
後
、
寅
地
調

査
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
上
坂
酉
三
氏
の
『
中
園
交
易
機
構
の
研
究
』
(
早

稲
田
大
皐
出
版
部
、
一
九
四
九
年
十
月
)
は
民
船
研
究
に
は
紋
く
こ
と
が
出
来

な
し

-171-

伺

水

産

水
産
関
係
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
李
士
豪
・
屈
若
世
帯
雨
氏
の
『
中
園
漁
業

史
』
(
商
務
印
書
館
、
一

九
三
七
年
四
月
〉
が
流
布
し
た
唯
一
の
概
読
書
で
あ

っ
た
。
最
近
海
上
に
限
定
さ
れ
る
張
震
東

・
湯
金
森
爾
氏
編
著
の
『
中
園
海
洋

漁
業
簡
史
』
(
海
洋
出
版
社
、
一
九
八
三
年
四
月
)
が
出
版
さ
れ
前
著
以
来
の

空
白
を
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
爾
著
共
に
、
近
代
前
の
水
産
に
関
し
て
は

記
述

s

か
極
め
て
少
な
い
。

水
産
関
係
の
個
別
研
究
も
極
め
て
少
な
い
が
、
我
が
園
で
は
、
渡
部
武
氏
の

「漢
代
の
葺
像
に
見
え
る
漁
揚
と
採
集
L

(

『
海
事
史
研
究
』
第
三
十
六
鋭
、
一
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九
八
一
年
四
月
〉
、
中
村
治
兵
衛
氏
の
「
唐
代
の
漁
業
政
策
と
魚
類
の
流
通
|
|

唐
代
漁
業
史
の
前
章
|
|
」
令
中
央
大
摩
文
摩
郡
紀
要
』
第
七
十
六
、
一
九
七

五
年
三
月
〉
、
同
氏
「
唐
代
の
漁
法
と
漁
具
|
|
唐
代
漁
業
史
の
後
章
|
|
」

(
『
鈴
木
俊
先
生
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
、
一
九
七
五
年
四
月
)
や
、
姫
田
光

義
氏
の

「
中
園
近
代
漁
業
史
の
一
働
」
(
『
近
代
中
園
農
村
社
舎
史
研
究
』
一
九

六
七
年
〉
が
知
ら
れ
る
。
肇
湾
の
漁
業
に
つ
い
て
は
曹
永
和
氏
や
中
村
孝
志
氏

等
げ
研
究
か
知
ら
れ
る
の
み
で
、
水
産
関
係
の
分
野
は
中
園
史
の
中
で
も
最
も

遅
れ
て
い
る
分
野
と
言
え
る
。

国

そ
の
他

水
上
航
路
の
分
岐
貼
と
な
る
港
湾
都
市
や
河
川
の
埠
頭
と
言
う
べ
き
船
舶
停

泊
地
等
や
そ
の
機
能
に
関
す
る
研
究
も
中
園
瀬
一
事
史
研
究
に
嘗
然
含
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
一
部
我
が
園
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分
と
ま
で
言
え
る

研
究
量
で
は
鉱
山い
。

中
園
で
は
沿
海
港
問
に
つ
い
て
賛
成
埠
氏
の
「
中
園
港
市
之
稜
展
」
(
『
地
理

皐
報
』
一
九
五
一
年
第
一
・
二
期
合
刊
、
前
掲
書
所
牧
)
が
あ
る
程
度
で
あ
っ

尚
一
か
、
近
年
『
海
交
史
研
究
』
の
設
刊
に
よ
っ
て
林
土
民
氏
の
「
古
代
的
港
口

城
市

l
寧
波
1

」
、
哀
元
龍
・
洪
可
隣
爾
氏
の
「
寧
波
港
考
略
」
(
同
三
期
、

一
九
八
一
年
)
、
陳
自
強
氏
「
論
明
代
海
州
月
港
的
歴
史
地
位
」
(
同
五
期
、

一
九
八
三
一
年
〉
等
の
研
究
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
近
代
前
の
海
開
制
度
も
海
事
史
研
究
に
は
重
要
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
寺
田
隆
信
氏
の
「
清
朝
の
海
開
行
政
に
つ
い
て
」
(
『
史
林
』
第

四
十
九
巻
二
税
、
一
九
六
六
年
三
月
〉
が
唯
一
で
あ
り
、
河
川
内
闘
に
つ
い
て

呑
坂
昌
紀
氏
の
「
清
代
潜
竪
関
の
研
究
」
て
二
(
『
東
北
皐
院
大
皐
論
集

歴
史
・
地
理
母
』
第
三
、
五
銃
、
一
九
七
二
年
十
二
月
、
一
九
七
五
年
三
月
)

が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
最
近
中
園
で
時
山
口
央
詩
集
氏
の
「
清
前
期
権

関
及
其
管
理
制
度
』
(
『
中
園
史
研
究
』
一
九
八
四
年
第
一
期
〉
や
彰
津
盆
氏
の

「
清
一
初
四
権
開
地
黙
和
貿
易
的
考
察
」
(
『
祉
舎
科
皐
戟
線
』
一
九
八
四
年
第
三

期
)
と
言
っ
た
研
究
も
見
ら
れ
、
今
後
多
様
化
し
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

結

中
園
海
事
史
研
究
の
現
況
と
し
て
、
主
に
船
舶
・
航
海
・
水
運
・
水
産
等
々

の
項
目
に
分
か
っ
て
述
、へ
て
来
た
が
、
本
稿
で
鰯
れ
た
研
究
は
筆
者
の
関
心
か

ら
明
清
時
代
の
木
造
船
舶
に
関
し
て
、
そ
の
航
運
に
関
す
る
研
究
の
動
向
に
限

ら
れ
た
。
ま
だ
本
稿
に
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
研
究
が
多
く
逸
脱
し
て
い
る

こ
と
と
思
わ
れ
る
た
め
、
諸
賢
の
御
教
示
を
由
一
同
う
女
第
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
園
海
事
史
研
究
と
い
う
親
貼
か
ら
見
た
時
、
少
な
く
と
も
近
代

前
の
、
中
園
悠
久
の
歴
史
の
中
で
主
に
経
済
活
動
等
に
活
躍
し
た
中
園
帆
船
に

関
す
る
主
要
な
研
究
に
つ
い
て
は
述
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
研
究
動
向

を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
そ
の
活
躍
に
比
し
て
研
究
は
十
分
進
ん
で
い
な
か

っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
主
た
る
要
因
は
、
他
の
研
究
分
野
に
比
し
て
資
料
が
極
め
て
少
な
い
こ

と
に
よ
り
、
あ
る
い
は
存
在
し
て
い
て
も
極
く
限
ら
れ
た
叢
書
等
に
見
ら
れ
る

も
の
で
、
今
後
公
刊
の
機
舎
が
得
ら
れ
れ
ば
さ
ら
に
、
研
究
が
進
展
す
る
分
野

も
預
想
さ
れ
る
。

-172ー

註
(

1

)

『
五
百
家
注
昌
察
文
集
』
巻
三
十
て
碑
(
四
庫
全
書
珍
本
四
集
、

集
部
所
牧
)
。

(
2
〉
我
が
闘
で
は
日
本
海
事
史
皐
舎
と
い
う
研
究
組
織
が
あ
り
、

『
海
事
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史
研
究
』
と
い
う
研
究
曾
誌
が
褒
刊
さ
れ
、
そ
の
研
究
目
的
を
参
照
し

た
〈
『
海
事
史
研
究
』
第
二
鋭
、
一
九
六
四
年
七
月
、
「
日
本
海
事
史
皐

舎
々
則
」
〉
。

(

3

)

中
園
海
外
交
通
史
研
究
舎
(
一
九
七
九
年
一
一
一
月
成
立
、
『
中
園
歴
史

摩
年
鑑
』
一

九
八
一
年
、
四
三
七
頁
に
よ
る
〉
、
中
外
関
係
史
昼
曾
(
一

九
八
一
年
五
月
成
立
、
『
中
園
歴
史
皐
年
鑑
』
一
九
八
二
年
、
五
二
五

J
五
二
六
頁
に
よ
る
)
、
中
園
航
海
史
研
究
曾
(
一
九
八
二
年
四
月
末
、

慶
門
で
開
催
し
、
『
中
園
海
港
史
』
の
編
世
帯
を
決
定
す
、
『
中
園
歴
史

年
鑑
』
一
九
八
三
年
、
三

O
五
J
三
O
六
頁
に
よ
る
〉
。

(

4

)

鏡
宗
願
氏
の
「
設
錦
及
海
船
的
相
関
問
題
」
(
『
中
央
研
究
院
民
族
皐

研
究
所
集
刊
』
第
三
十
三
加
、
一
九
七
三
年
四
月
)
も
参
考
に
な
る
。

(

5

)

同
時
期
の
研
究
に
、
宮
崎
漢
鏑
氏
の
「
唐
宋
時
代
的
造
船
業
」
(
『
歴
史

数
摩
』
一
九
五
七
年
、
十
期
〉
が
あ
る
。

(

6

)

周
世
徳
氏
「
中
関
沙
船
考
略
」
三
四
頁
。
沙
船
に
つ
い
て
我
が
園
で

は
、
上
野
康
貴
氏
の
「
清
代
江
蘇
の
沙
船
に
つ
い
て
」
(
『
鈴
木
俊
数
授

還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
、
大
安

一
九
六
四
年
)
が
あ
る
。

(
7
〉
松
浦
章
「
日
清
貿
易
に
お
け
る
長
崎
来
航
唐
船
に
つ
い
て
|
|
清
代

鳥
船
を
中
心
に
|
|
」
出
、
(
『
史
泉
』
第
四
十
七
鋭
、
一
九
七
三
年
九

月
)
、
同
「
清
代
鳥
船
と
『
長
崎
版
輩
』
」
〈
『
関
西
大
皐
考
古
皐
等
資
料

室
紀
要
』
第
二
鋭
、
一
九
八
五
年
三
月
〉
。

(
8
〉
大
庭
備
氏
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
園
文
化
受
容
の
研
究
』
(
同
朋

合
、
一
九
八
四
年
六
月
〉
。

(

9

)

の
・
閉
山
・
。
・
当
0
2
2
5
h
b
N
N
S礼
子
宮
内
、

2
9
3
P
F
5
2
0

三
5
2
F
戸

g
E
P
S
2・
当
2
2
5
F
叫
ピ
缶
詰
相
h
b
匂
白
書
-

M
V
A
S

柄
。
¥
叫
d
F
m
州
、
お
混
同

H
H
P
Z
E由
戸
同
ロ

2
F
P
M
伸。目
M
『

O
個師・

F向
陶
『
可

-g内田・

S
3・
4
，F
町
内
同
司
ユ
ロ
宮
口
問
・
同
司
∞

ω
・

(
叩
〉
斯
波
義
信
氏
『
宋
代
一
商
業
史
研
究
』

月)。

(
日
)
星
斌
夫
氏
『
大
運
河
|
|
中
園
の
漕
運
|
|
』
(
近
藤
出
版
社
、
一

九
七
一
年
一
月
〉
、
同
氏
『
明
清
時
代
交
通
史
の
研
究
』
(
山
川
出
版

社
、
一
九
七
一
年
三
月
)
。

(
ロ
)
後
述
一
七
一
頁
参
照
。

(
日
)
我
が
園
の
鄭
和
関
係
研
究
と
し
て
、
船
舶
、
航
海
に
つ
い
て
は
、
山

本
達
郎
氏

「
鄭
和
の
西
征
」
(
『
東
洋
皐
報
』
二
十

一
巻
三
、
四
期
、
一

九
三
四
年
)
、
橋
本
敬
造
氏
「
鄭
和
の
航
海
」
(
『
東
方
皐
報
(
京
都
)
』

第
三
十
九
加
、
一
九
六
八
年
三
月
)
、
家
島
彦
一
氏
「
十
五
世
紀
に
お

け
る
イ
ン
ド
洋
通
商
史
の
一
働
|
|
郷
和
遠
征
分
隊
の
イ
エ
メ
ン
訪
問

に
つ
い
て
|
|
」
(
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
第
八
鋭
、

一
九
七
四
年
。
同
論
文
は
「
鄭
和
分
綜
訪
問
也
門
」
(
『中
外
関
係
史
誇

叢
』
第
二
輯
、
一
九
八
五
年
七
月
〉
と
中
園
語
-
課
さ
れ
て
い
る
。
)
、
寺

田
隆
信
氏
『鄭
和
1
1
中
園
と
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
結
ん
だ
航
海
者
|
|
』

(
清
水
書
院
、
一
九
八
一
年
八
月
)
等
々
が
あ
る
。

(
M
〉
、
H
J
g
p・同
.
2
m・
2
4
，
r
o
E
Z仲
間

M
Z
E
E
の
E
5
8
河
口
問
問
。
『
|

ロロ
Z
F
Fロ
mnroロ阿
波
海
方
程
J

叫
4

・2
ヨ
旬
、

S
F一×〈
E
L
l
ω
-

H
S
N・
回
汝
康
氏
、
《
渡
海
方
程
》
|
|
中
圏
第
一
本
刻
印
的
水
路
簿

(同
h

円、。
3
5
2
3
吋
と
同
走
。
ミ
弐
匂
2
3
2
2札
吋
R
言。‘

向。h
-
Y
S

門

UFなお・

ωFEMmr巳
の

F
5
2
0
門
リ

E回
目
一
円
臼
可

Z
Z
U
7
5
m

Z
O
E
O
-
同
由
∞

ω
・
所
牧
〉
。

(
日
〉
松
浦

「
中
園
一両
一
船
の
航
海
日
誌
|

|
威
盟
元
年
(
一
八
五
二
〉
長
崎

来
航
、
塑
利
船
『
日
記
備
査
』
に
つ
い
て
1

1
」
(
『
関
西
大
皐
東
西
拳

(
風
間
書
一
房
、
一
九
六
八
年

-173-
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術
研
究
所
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
』
一
九
八
一
年
十
二
月
)
、
問
、

鴻
佐
哲
氏
霧
、
呂
茄
氏
校
「
中
園
商
船
的
航
海
臼
誌
l
l関
子
威
塑
元

年
(
一
八
五
二
〉
来
航
長
崎
的
塑
利
船
《
日
記
備
査
》
」
(
杜
文
凱
氏
縞

『清
代
西
人
見
開
銀
』
中
園
人
民
大
皐
出
版
社
、
一
九
八
五
年
一
月
所

収
)
。
松
浦
「
李
朝
時
代
に
お
け
る
漂
着
中
園
船
の
一
資
料
|
|
穎
宗

八
年
三
六
六
七
〉
の
明
船
漂
着
と
「
漂
人
問
題
」
を
中
心
に
|
|
」

(
『
関
西
大
皐
東
西
皐
術
研
究
所
紀
要
』
第
十
五
輯
、
一
九
八
二
年
三

月〉。

(
v
m
〉
社
繋
氏
「
鶴
片
戦
争
前
上
海
航
運
業
的
設
展
」
(
『
皐
術
月
刊
』
第
八

十
八
期
、
一
九
六
四
年
四
月
〉
。
粛
園
亮
氏

「
沙
船
貿
易
的
設
展
輿
上
海

一
商
業
的
繁
栄
」
(
『
祉
曾
科
皐
』
一

九
八
一
年
第
四
期
)
。
同
氏

「
外
園

資
本
入
侵
輿
上
海
沙
船
業
的
表
落
」
(
『
社
舎
科
皐
』
一
九
八
三
年
第
一

期
〉
。
同
氏
「
清
代
上
海
沙
船
業
資
本
主
義
萌
芽
的
歴
史
考
察
」
(
『
中

園
資
本
主
義
萌
芽
問
題
論
文
集
』
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年

四
月
)
。
郭
松
義
氏
「
清
代
圏
内
的
海
運
貿
易
」
(
『清
史
論
叢
』
第
四

瞬
、
一
九
八
二
年
、
十
二
月
〉
。

(
げ
〉
香
坂
昌
紀
氏
「
清
代
前
期
の
沿
岸
貿
易
に
関
す
る
一
考
察
|
|
特
に

薙
正
年
開
・
一
渦
建
|
天
津
聞
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
|
|
」

(『文
化
』
三
十
五
巻
一
・
二
鋭
、
一
九
七
一
年
十
二
月
)
。
森
田
明
氏

「
清
代
裏
湾
に
お
け
る
鹿
港
銀
の
交
易
機
能
」
(
『東
洋
史
論
』
四
鋭
、

一
九
八
二
年
九
月
)
。
松
浦
「
清
代
に
お
け
る
沿
岸
貿
易
に
つ
い
て
|
|

帆
船
と
一
商
品
流
通
|
|
」
(
小
野
和
子
氏
編
『
明
清
時
代
の
政
治
と
杜

禽
』
、

一
九
八
三
年
三
月
)
、
同
「
滑
代
江
南
船
一
商
一
と
沿
海
航
蓬
」
(
『
関

西
大
摩
文
拳
論
集
』
第
三
十
四
巻
三
・
四
抗
、
一
九
八
五
年
三
月
)
。

宮
国
道
昭
氏
「
十
九
世
紀
後
半
期
、
中
園
沿
岸
部
の
市
場
構
造
||

「
学
植
民
地
化
」
に
関
す
る
一

一腕黙
|
|
」
(
『
歴
史
皐
研
究
』
第
五
五

O
説
、
一
九
八
六
年

一
月
)
。
以
上
は
交
易
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
沿
海
を
海
上
交
通
路
と
し
て
使
用
し
た
一
例
と
し
て
、
松
浦
「
清

代
に
お
け
る
山
東

・
盛
京
聞
の
海
上
交
通
に
つ
い
て
」
〈
『東
方
皐
』
第

七
十
輯
、
一
九
八
五
年
七
月
〉
が
あ
り
、
沿
海
航
行
船
の
具
健
的
資
料

に
は
、
松
浦
「
李
朝
漂
着
中
園
帆
船
の
『
問
情
別
翠
』
に
つ
い
て
」

上

・
下
(
『
関
西
大
皐
東
西
皐
術
研
究
所
紀
要
』
第
十
七
、
十
八
輯
、

一
九
八
四
年
三
月
、
一
九
八
五
年
三
月
)
、
同
「
清
末
上
海
沙
船
の
朝

鮮
漂
着
に
関
す
る
一
資
料
」
(
『関
西
大
塵
東
西
皐
術
研
究
所
所
報
』
第

四
十
二
鏡
、
一
九
八
五
年
十
二
月
〉
等
が
あ
る
。

(
刊
日
)
一
路
田
英
雄
氏
編

『華
北
の
交
通
史
|
|
華
北
安
通
株
式
舎
社
創
立
史

小
史
|
|
』

(
T
B
s
.フ
リ
タ
ニ
ヵ
、
一
九
八
三
年
一
月
〉
に
も
河
北

.
山
東
南
省
を
中
心
と
す
る
水
運
関
係
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

(
川
口
〉
苗
日
永
和
氏
『
牽
湾
早
期
歴
史
研
究
』
(
聯
経
出
版
、
一
九
七
九
年
七

月
)
。
中
村
孝
志
氏
「
南
部
肇
組
問
の
絡
漁
業
に
つ
い
て
」
(
『天
理
大
皐

皐
報
』
五
巻
一
説
、
一
九
五
三
年
〉
。
中
村
氏
「
南
部
窪
湾
絡
漁
業
再

論
」
「
『
南
方
文
化
』
第
十
一
輯
、
一
九
八
四
年
十
一
月
〉
。

(
却
)
斯
波
義
信
氏
「
中
圏
中
世
の
丑
開
業
」
(
『
中
世
史
講
座
第
三
谷
中

世
の
都
市
』
同
学
生
社
、
一
九
八
二
年
八
月
〉
参
照
。

(mC
封
外
貿
易
史
の
面
か
ら
中
園
の
海
港
都
市
に
つ
い
て
は
、
縛
衣
凌
氏

等
合
著
『
福
建
制
到
外
貿
易
史
研
究
』
(
一
九
四
八
年
)
(
同
書
に
は
拙
稿

「
『
一
焔
建
劉
外
貿
易
史
研
究
』
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
』
第
六
十
鋭
、
一

九
八
六
年
三
月
)
と
い
う
紹
介
が
あ
る
)
、
陳
高
華
・
奥
泰
雨
氏
『
宋

元
時
期
的
海
外
貿
易
』
(
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
九
月
〉
や
、

李
康
筆
、
夏
秀
瑞
、
顧
若
櫓
氏
編
著
『
刑
判
外
貿
易
史
簡
論
』
(
封
外
貿
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易
出
版
社
、
一
九
八
一
年
十
一
月
〉
、
沈
光
耀
氏
『
中
園
古
代
封
外
貿

易
史
』
(
庚
東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
六
月
〉
等
で
も
、
主
に
寧

波
、
泉
州
、
慶
門
、
庚
州
に
つ
い
て
鰯
れ
ら
れ
て
い
る
。

(
幻
)
古
く
は
影
雨
新
民
の
『
清
代
関
税
制
度
』
(
湖
北
人
民
出
版
社
、
一

361 

九
五
六
年
十
二
月
〉
が
あ
る
が
、
重
黙
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ヘ

ン
戦
争
後
の
海
開
で
あ
る
。

(
幻
〉
『
玄
究
堂
叢
書
』
第
一

J
一一輯。
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